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施設紹介(医療スペース３フロアー）

コンソール：22台

スタッフ： 看護師 9名

臨床工学技士 5名

臨床検査技師 1名

管理栄養士 1名

透析患者数：95名

（月・水・金 3クール）（火・木・土 2クー
ル）

２階：外来 ４階：透析室

３階：透析患者さま靴箱・待合・ロッカー、検査室、機械室



院内システムの種類

• 電子カルテ
• 外来予約システム
• 画像管理（DICOM)システム
• 透析中央管理システム（FN-Ⅱ）
• 診療支援システム
（検査予約、紹介状等管理等）



中央管理システム
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電子カルテ

診療情報提供書

情報蓄積

患者さまへの情報提供

記載内容は全員が常時確認可
来院状況や治療内容

患者さま
への説明

診療支援システムと連動させたい

主治医意見書



診療支援システム
カンファレンス時



画像管理システム（フィルムレス）

• DICOM（インフォコム）
• 診察①、診察室②、診察室③、透析室

パソコン上で院内各部屋で確認可能

超音波検査、心電図、
胃カメラなども画面で
確認可能×
画像などを探しに
動かないでOK

過去 現在



パソコン上でベッド移動を行えば
患者さまの条件も自動的に移動先
に情報が動く

透析中央監視システム

患者さまのベッド状況が一
覧で入っている。

コンソールの設定不要

ペーパーレス

自動血圧測定

未来の予定（１ヵ月後評価など）
を記載することが可能



透析室の回診（ＰＣを使った回診を行っている）



中央監視システム導入してから

• 有用性
– 患者さまの管理

• 情報を複数で確認可能
• 情報を直に変更する事が可能

– 血圧管理、体重管理の為の機械操作や記録などの
作業が軽減した

– ペーパーレス（スペースの確保）
• 問題点

– 患者さまとの会話が減り、クレーム発生
• システム導入時期で対応後の現在はなし

– 入力忘れで、申し送りが出来ていない
– コンソールでは経過を一覧で見れないので、患者
様の状態の判断が判りにくい



問題点への対策

• 患者さまとの会話
– 定期的に勉強の資料を持ち説明を行う
– プロジェクトチームで患者さまのケア

• 入力忘れ
– インシデントレポートへの入力などで、事故の
情報共有と意識付け



現時点での状況

• 情報入力がされている結果、口頭での申し送り漏
れは出やすくなる。

– 時間を決めて、
簡単な情報共有の
時間を作った

• 未来の予定が記載出来てしまう。
– 当日の患者さまの状態など
的確に把握されて、時間的に
余裕がある際にだけ、
記入許可を出した



IT導入後の感想

• 情報管理が確実になる
– カルテと検査データの一体化
– 検索慣れするとデーター抽出が速く出来る
– 患者さまに対しての看護ケアの
時間が増えた

• 導入後の患者さまの声は重要
– ITを上手く活用すれば、声が拾える体制作
りが実現できる

メーカーへの御願い

監視システム機種ごとの互換性を持たせて欲しい
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